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日立三菱水力の
モデル活用事例

日立三菱水力株式会社

水力技術部

樋口 雄介
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Quest for Nature‘s Potential
自然の水エネルギーを安全に効率よく活用する事を探求し続ける

1. 水車・ポンプ水車 2. 発電機・発電電動機

3. 制御・保護システム 4. 研究開発
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複数日最適化SOCを用いた
逐次１日最適化発電機起動停止計画

＊ 日立三菱水力株式会社
＊＊ 株式会社構造計画研究所
＊＊＊ 東京大学 生産技術研究所 エネルギーシステムインテグレーション社会連携研究部門

令和5年度電気学会B部門大会
セッション：4-5 需給制御Ⅰ 講演番号：152
2023年9月6日＠愛知工業大学八草キャンパス

正 員 樋口 雄介＊a) 正 員 野村 亮＊ 非会員 震明 克眞＊

正 員 宇田川 佑介＊＊ 上級会員 荻本和彦＊＊＊

1.ツールを使った検討～電気学会発表内容の紹介～



Energy System Integration Social Cooperation Program

4

1.ツールを使った検討～電気学会発表内容の紹介～
(提案する手法の計算アルゴリズム図解)

⚫2日分の気象予測や需給均衡制約を活
用し、SOCの始まりと終わりの値が一
致するように計算

⚫2日目のSOCを使用し、再度2日分（2・3
日目）の計算を実施

⚫再度、1日分の最適化計算を実施

SO
C

1日目 2日目
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2日目 3日目

SO
C

1日目

SO
C

2日目

2日最適化計算
（1コマ1時間）

2日最適化計算
（1コマ1時間）

1日最適化計算
（1コマ30分）

逐次1日最適化計算条件（例2日）

複数日は2日、3日、4日先の気象予測
や制約条件を活用して計算させて揚水
の適切運用の可能性を探った
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1.ツールを使った検討～電気学会発表内容の紹介～
(複数日最適化SOCを用いた逐次最適化の特徴)

• 複数日にわたる最適化から得られた
SOCの終値を活用し、自動計算であ
りながら、人間を介在した場合と同じ
判断を模擬できた。

複数日SOC最適化のメリット：
究極の天候不良・大きな予測誤差 による需給ひっ迫を防ぐことが出来る
今回蓄エネ装置として揚水を扱ったが、他の蓄エネ装置でも傾向は同様であろうと思われる。

人間を介在した需給運用：
翌日に天候が悪く、余剰がないことや需給ひっ迫 が予想
→SOCを高く設定する判断
翌日にPVが大量に発電することが予想
→より多く吸収するためにSOCを低く設定
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１．３ 定速/可変速揚水発電システムの比較

定速機 可変速機

(二次制御方式)

↓水車

↑発電電動機

直流励磁

突極

三相交流励磁

円筒

定格速度

最低 最大 揚程

80

90

100

(％)

入力

定速揚水

(％)

100

最低 最大 揚程

上限速度

定格速度

下限速度

入力

水車特性により
決まる下限

系統受電容量
可変速揚水

2. Ⅱ期の振返り 可変速発電電動機の紹介
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エリア需給
領域

短期
予測、システム
運用・市場価格

分析

システム運用、
調整力市場など
規制・制度検討

中長期 技術
評価,電力の供給
量・価格・排出
原単位見通し

需要側
電力/熱需給領域

需要側エネマネの
最適運用・付加価
値の統合評価

(ESIRE)

アグリゲーション
ビジネス

ユースケース開発

DRアグリゲー
ションの最適運用

(ESIA)

分散資源
管理・制御領域

IoT-HUBを活用し
た需要側電力シス
テムアーキテク
チャー検討

ユースケース開発
・どこでもEV充電器
・俺のでんき
・TPOへの適用 等

エネルギー
領域

分野9

分野5 分野11

分野12分野3

送配電網
(3E)領域

送電レベル
周波数調整、
予測誤差補償、

混雑管理

NTWKシステム
運用、Gコード等
規制・制度検討

配電レベル
電圧・潮流管理、
レジリエンス

実証試験、製品開発導入・普及、事業化
制度設計・諸機関の活動への反映 システム運用改善

分野6

分野8 分野14

エネルギー全
体での排出削

減, 
電化/新燃料化
シナリオ

分野10分野4 分野7

分野1

新燃料 の 製 造 ・ 流 通 ・ 利 用

分野2

アーキテクチャー
要素開発

・ドライバーライブ
   ラリーシステム
・オンライン相互
    続試験技術 等

分野13

第 II 期の活動の5領域と14分野

橙色はII期か
らの新規分野

3. HM水力の関心領域
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ご清聴あり
がとうござ
いました。
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